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「ユキナ先生、いつ帰ってくるの？」――カンボジアの学校での勤務を終え、

日本に帰国した私の携帯には、沢山の生徒から毎日メッセージが届く。私が滞在

したカンボジアの小さな村は、愛する人々が住む第二の故郷となり、日々その地

に想いを馳せている。今でも、生徒たちの太陽のように輝く笑顔と、限られた環

境下で最高の教育を提供しようと奮闘する教員の方々の姿が忘れられない。 

カンボジアの小さな村において、コミュニティに入り込み、その地の人々と共

に働き、暮らした経験は、生涯心に響き続ける大変貴重な経験となった。この報

告書が、カンボジアについて興味関心を持つきっかけになれば幸いである。 

海外で教員として活動することは、夢の１つだった。私に、このような素晴ら

しい機会を与えてくださった、SATO YAMA UMI プロジェクトの関係者の皆

様に心より感謝致します。 

 

 



インターンシップ参加の背景 

カンボジアでのインターンシップ参加の目的は主に二点あった。第一に、環境

保全と開発の両立のあり方や可能性について理解することだ。現在、エネルギ

ー・インフラ関連の企業に内定しており、将来的に東南アジア諸国を中心とした

インフラ開発・整備に関わりたいという志がある。そのため、現地での活動に加

え、環境リーダーシップ講座等を通じて、環境保全や環境問題について集中的に

学び熟考することが出来る機会がある本プロジェクトは大変魅力的であった。

実際に、上記講座で学んだ生態系や鳥類に関する知識は、現地でも非常に役立っ

た。今後も環境保全とインフラ開発という 2 つのテーマを常に念頭に置いて仕

事に励みたいと思っている。 

第二に、真の意味でカンボジアを理解し、“実践”することだ。現地コミュニテ

ィに溶け込み、カンボジアの人々と心を通わせながら暮らし、現実から目を背け

ない人間になりたい。カンボジアの人々と協働し、自分がコミュニティにいる存

在意義や役割を明確に、大学で専攻した教育を“実践”することを通じて国や人に

ついてより理解を深めたいと考えていた。私は２年前、政府系の国際交流プログ

ラムに参加し、日本代表の１人としてカンボジアを訪れた。私たち代表団は国家

の来賓として手厚くもてなされた。宿泊先は国内最高峰のホテル、移動の際は必

ず警備が付き、毎回の食事は非常に豪華だった。その一方、移動車の窓からは最

貧困層の人々の暮らしを多数目にした。フンセン首相を表敬訪問した際も、内政

不干渉と独裁政権を正当化するスピーチを黙って聞き、その後は笑顔で握手を

することしかできなかった。私は非常に強い無力感を感じ失望さえした。作られ

たプログラムによって私が得たカンボジアのイメージとは、相手の意図が強く

反映されたものであった。そして、私は日本の代表として訪れても、同国の真の

現状を理解することも、変化を起こすことも、多数の貧困層の声を聞き代弁する

ことも出来なかった。こうした経験から、コミュニティで暮らし、働き、より多

くの人々の声を聞き、現状をこの目で見たいという強い希望があった。そして、

真の意味でカンボジアという国を理解したいと強く思っていた。 

このような目的の下、インターンシップを行うに至った。カンボジアでは

Kampot 州にある Anlung Pring 地区での小中学校での環境教育・音楽教育（環

境教育とのクロスカリキュラム）・英語教育を行った。その他、教職員会議等に

出席する機会もあった。 

 



インターシップ活動報告 

 

Ⅰ.環境教育 

 Mlup Baitong が現地で行っているプロジェクトは『オオヅル生息地における

オオヅル保護のための地域住民への環境教育』である。そのため、そのテーマに

合い、かつ小中学生向けに改良した環境についての授業を行った。その際、①知

識の伝達(Knowledge acquisition)、②問を与えること(Questioning)、③問に対し

て考えること(Think)、④自分の考えを共有すること（Sharing）に重点を置いて

授業を行った。 

教材については、英語が堪能なカンボジア人の友人に多大な協力を得てクメ

ール語で予め作成した。授業では英語科の先生方に協力して頂いた。 

言語の問題をはじめ、不安な点が多くあったが、生徒は非常に真剣に耳を傾け

てくれた。“学ぶ姿勢”に大変驚かされた。以下は、実際に現地で使用した教材の

一部である。 

 



 
 

 

 

 



 
 

 

 

 

 



Ⅱ.環境教育×音楽教育 

 座学での学びだけではなく、楽しみながら学べる実践活動を重視した。その一

環として、環境教育と音楽教育を融合させた授業を行った。リユースやリサイク

ルへの理解を深めてもらうために、道に散乱している大量のペットボトルを使

って楽器をつくるワークショップを行った。私が勤務した小中学校全てで音楽

教育が行われていない。教員不足及び楽器等を含む教材不足のためだ。そのため、

生徒は非常に楽しんでいた。 

 

授業の流れ 

① リサイクル・リユース・リデュースの用語自体や重要性について学ぶ 

② カンボジアのごみ問題について解説 

③ 身の回りのごみについて考える―環境保全の重要性 

④ フィールドワーク―学校周辺にてペットボトル拾う 

⑤ ペットボトルを用いて音の出る簡易楽器の作成 

⑥ 曲に合わせて合奏 

 



インターンシップを終えての学び 

 第一に、カンボジアの地方部の現状を知ることが出来た。 

『私は学校を愛している。学校を良くしたい。どうか力になってくれないか』 

校長先生が私に対して常に言っていた言葉だ。この報告書を読んでいる皆さん

は、“学校”と聞くと何を思い浮かべるだろうか―洗練されたカリキュラム、しっ

かりした造りの校舎と教室、水道やトイレ、毎年配られる新品の教科書、芸術を

含む多彩な教科、修学旅行、教授力を持った教師、クラブ活動、栄養価の高い給

食。私がインターンシップを行った小中学校では、上記の全てが無かった。電気

も、ガスも水道も無い。カンボジアでは約 35％の生徒が“小学校を中退”する。

信じられないかもしれないが、これが現実なのだ。しかし、生徒たちは勉強意欲

に溢れていた。充電式の非常灯を使い、ボロボロの教科書を持って、「勉強を教

えて下さい」と懇願する生徒に対する敬意を抑えることが出来なかった。授業の

無い土日でさえ、特別授業を頼まれ、実施した。 

【写真１：今回は校長先生のお宅でホームステイをさせて頂いた。子供たちは充

電式非常灯を使って夜まで勉強していた。「英語を沢山勉強して将来ユキナと沢

山話したい」と言ってくれた。】 



 第二に、何かを実践する前に、コミュニティに溶け込むことの重要性を感じる

ことが出来た。今回、カンボジアの小さな村で暮らすという経験をしたが、“コ

ミュニティに受け入れてもらった”という感謝の気持ちが非常に強い。外国人が

殆ど来ないこの村で、部外者の言葉も解さない私がコミュニティで受け入れら

れるのか、役に立つのか、無意識のうちに“かわいそうな人々”という偏見のフィ

ルターを通して人を見てしまうのではないかと非常に不安であった。しかし、予

想に反して人々は愛を持って私に接してくれた。放課後、生徒たちは、「今度は

私たちが先生になる番です！」と言って、私のために毎日クメール語の特別授業

をしてくれた。十数人の小さな先生たちの厳しい授業のおかげで日常会話程度

のクメール語を習得することが出来た。言葉が出来るようになると人々の反応

も変わってくる。生徒だけでなく、他の教員の方々や村の人々からも沢山声をか

けてもらえるようになった。週末には、村の結婚式に参加させていただいた。カ

ンボジアの伝統的なダンスを村の人々に教えてもらい、「ユキナはもうカンボジ

ア人だね」と言ってもらえた。その他、自身の健康に支障のない範囲で、出来る

限りカンボジアの人々と同じ生活をしようと心掛けた。 

【写真２：毎日クメール語を教えてくれた生徒たち】 

 



一見、ただの文化交流に思えるかもしれないが、現地の人々と同じように暮ら

し、同じものを食べ、現地の言葉を学び心を通わせることで、“自分が成し遂げ

たいことや目的”が容易に実現できたのだ。具体的に述べると、私は今回、音楽

教育と環境教育を融合させた授業と、英語の授業を中心に行いたいと思ってい

た。当然一人で出来ることではない。学校で働くため学校側との調整や教員の

方々の理解を得る必要に加えて、言語の問題もある。今回、私がインターンシッ

プの目的を達成するにあたって非常に多くの人々が協力してくれた。自分のや

りたいことや目的を、異国の地で実践するにあたって、様々な人々から理解や協

力、助けを得る必要がある。その一番の方法は、「あなたのことをもっと知りた

い」という敬意を示し、その地の文化や言葉や人を理解しようと行動することで

あると強く感じた。将来、海外で働く際もこの点は心に留めておきたい。 

 
【写真３：音の殆ど出ないピアノを修理する先生方。出来れば授業でピアノを使

いたいという私の要望に応えるため、夜 22 時頃まで修理してくださった。翌日

には約７割の音が出るまでになっていた。ピアノは日本から寄贈されたもの】 

 

 



 
【写真４：ピアノを使って、みんなで ABC の歌を歌いました】 

 

 第三に、ボランティアやインターンに対する価値観が大きく変わった。村に居

た時には、多くの人々に「ユキナのように、ここに住んで、実際に学校で働いて

くれる外国人はいなかった。皆数日ここに来て、視察してすぐ帰ってしまうの」

と言われた。プノンペンのオフィスに戻ってからは、「ユキナ今回は本当に来て

くれてありがとう。日本の学生の多くは良いホテルに泊まりながら数日ボラン

ティアして、すぐ帰国しちゃう。そして戻ってこない。そこが欧米の学生との違

いだよ。」と強く言われた。「日本の学生はすぐ帰る、そして二度と戻ってこない」

という言葉は心に刺さった。首都プノンペンに戻ってからはチェコ人と同じ部

屋で暮らしたが、彼女は「短期のボランティアは、受け入れる側が本当に大変な

んだよ。一時的に知らない人が来て、勉強の方法や方針も変わってしまうし、ス

ケジュールも崩れる。だから日本の学生にももっと、長期的な目でカンボジアや

途上国に関わってほしい」と言った。まだギャップイヤーや休学という選択肢が

普遍的でないという理由を考慮しても、確かに日本の学生は短期的かつ一時的

なボランティアに携わる学生が大多数なように思える。現在、日本では非常に多



くの海外ボランティアプログラムが溢れている。参加料金も学生のアルバイト

で行けるような手頃なプログラムも多い。しかし、事前の準備や調査を伴わず、

受け入れる側の状況やニーズに合わない多くのプログラムは、単なる自己満足

の活動なのかもしれない。そのようなプログラムに参加するのであれば、国の名

所を周り、その国の魅力を存分に楽しむほうが良いのかもしれない。ボランティ

アやインターンという言葉に対する価値観が大きく変わった。より多くの学生

や社会人が、長期的に途上国におけるボランティアに参画する方法について考

えていきたい。 

 最後に、将来的に今回滞在した村の役に立つ人材に必ずなりたいと強く思っ

ている。声なき人々の代弁者になりたい。カンボジアはまだ民主主義とは到底言

えない状況である。選挙において同国最大の野党が解党されたり、現行の体制に

反対するジャーナリストが拘留されたり、一般市民でも反政府に関連する発言

を行えば２年間拘留される。言論統制や情報統制が非常に深刻である。また、カ

ンボジアは搾取され続ける国である。大量の中国資本の投入により、都市部は中

国系企業で溢れている。カンボジアの無農薬で質の高い米やマンゴーは安価で

全てベトナムに輸出されている。カンボジアの美しい山々の木々は周辺国によ

って伐採され続けている。今回出会ったカンボジア人たちは皆政府に対する不

満、そして国の未来に対する希望を語ってくれた。同時に、「助けてほしい」と

言った。今後数年かけて、実務を通して、技能や専門知識を身に着け、成長して

またカンボジアに帰りたい。将来的には、修士号を取り、東南アジア地域の国際

教育協力やインフラ整備等の第一線で働く人材になりたいと強く思っている。

今回出会った人々に恩返しをしたい。 

 

 

学生生活を終え、就職前にこのような貴重な経験をさせて頂き、ご尽力頂いた大

変感謝しています。ありがとうございました。 

 

森高雪菜 

 

 

 


